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一
院
一
蹴
一
時
一
院
一
院
一
耕
一
世
間
一
刷
工
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

主
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
す
か
語
)
二
月
二
十
七
日
鈴
二
匿
匡
一
講
一
山
削
一
匡
一
剛
一
川
匡
一
匡
一
帆
引
一
川
一
山
一

V
映
箇
ぷ
ロ
成
洗
剤
は
安
全
ナ

ら
学
指
定
し
た
月
日
を
舷
守
し
て
〈

V
時
間
午
前
九
時
一
ニ
十
分
士
十
一
廓
仁
田
泊

τ両
川

7
一
酬
州
目
一
井
両
社
一
山
一
日
高
演
「
洗
剤
の
恐
怖
|
ム
高
級
ア

だ

さ

い

。

②

生

ワ

ク

チ

ン

は

甘

い

シ

ロ

時

一

一

干

分

石

宇

一

小

悶

l
i
l
-
-
J

主
人
的
理
解
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
持

i
l別
川
三
木
き
ん
を
支
え
て
い
ま
す
。

九
仰
仰
臥
二
一
寸
生
徒
さ
ん
が
技
術
的
に
向
上
し
て

4

1

=

い
る
の
で
、
私
も
努
力
し
て
い
か
な

一

川

川

H
H
Hじ
い
と
追
越
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

み
ち
こ
国
際
親
善
服
装
手
芸
交
歓
作
品
コ
ン
そ
う
い
う
生
徒
さ
ん
と
私
と
円
相
互

i

冷
a
k・
由

子

主

7
U
ク
l
ル
掲
物
内
部
で
、
鈴
木
迫
子
さ
ん
作
用
で
、
よ
い
作
品
が
生
ま
れ
る
円

4
1
・
，
、
、

1

J

d

(

並
木
八
二
八
)
が
グ
ラ
ン
プ
リ
だ
と
思
い
ま
す
日

鰯
議
一
割
繍
ZA閣
を

受

賞

し

ま

し

た

。

「

子

ど

も

が

い

な

い

の

で

、

掴

物

--O¥長
受
賞
し
た
作
品
は
、
ェ
レ
カ
ン
ト
な
室
内
子
と
も
み
た
い
な
も
の
で
す

J
h
v隊
J

去
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
。
一
月
二
十
日
に
?
と
諮
る
業
さ
ん
は
、
お
年

ぬ
・
仙
「
ぷ
一
行
わ
れ
た
授
軒
式
で
は
、
参
加
者
向
目
寄
り
に
も
掴
物
の
お
も
し
ろ
さ
を
知

強
襲

a
H儀

a

を
引
い
た
そ
う
で
す
。
っ
て
も
ら
お
う
と
、
お
年
寄
り
専
門

1
U
V
A
r

持
本
さ
ん
は
我
孫
子
に
来
て
十
四
年
、
円
あ
み
も
の
教
室
を
開
こ
う
と
計
問

責
水
捕
物
教
室
を
開
い
て
教
え
て
い
ま
す
。
中
だ
そ
う
で
す
。

G
Z
Aは
は
時
与
量
「
主
人
的
仕
事
的
関
係
で
、
帰
宅
が
遅
寸
よ
い
作
品
は
、
素
材
選
一
日
が
大

t
ト
・
賓
客
&
長

4
r
く
、
主
人
が
も
ど
る
ま
で
暇
だ
っ
た
も
切
で
す
ね
。
ま
た
作
品
の
中
に
ポ
イ

バ
リ
け
ぺ
れ
汁
の
で
す
か
ら
捕
物
を
始
め
た
ん
で
す
よ
日
ン
ト
を
入
れ
る
こ
と
を
常
に
心
が
け

3
!投
1
1
L
4
0

と
語
る
鈴
木
さ
ん
は
、
黒
、
白
、
グ
レ
て
制
作
す
る
よ
ワ
に
し
て
い
ま
す
日

4
A
q
:

白

4
1

ー
特
に
黒
が
好
き
な
色
だ
そ
う
で
す
。
自
作
の
ニ
ソ
ト
ウ
ェ
ア
が
よ
〈
似

一
男
、
;
開
明
町
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て
い
る
ご
合
う
鈴
木
連
子
き
ん
で
し
た
。

(3) 

一
歳
六
ヵ
月
児
健
康
診
査

発
育
的
盛
ん
な
乳
幼
児
期
に
は
‘
ニ

編
物
で
日
本
大
賞

(
グ
ラ
ン
プ
リ
〉
を
畏
賞

1980.2. 1 

人
の
背
た
け
は
ど
あ
る
大
引
で
、
体

は
白
、
頭
頂
は
亦
、
首
の
上
部
が
黒
、

尾
町
白
い
鳥
て
す
匂

一
見
、
尾
が
黒
く
み
え
ま
す
が
、
実

は
同
時
的
フ
し
ろ
の
へ
り
が
黒
い
た
め
で

す。
北
海
道
的
釧
路
と
根
室
地
方
向
湿
原

で
一
繁
殖
し
、
約
二
五
O
羽
生
息
し
て
い

ま
す
。
冬
烏
と
し
て
、
ま
れ
に
本
州
・

九
州
に
渡
来
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
を
臨
か

に
し
ま
す
。

我
孫
子
で
は
一
九
七
五
年
四
月
十
七

日
、
利
根
開
拓
国
に
来
ま
し
た
が
、
時

木
長
成
さ
ん
が
発
見
し
、
記
時
写
真
を

織
影
き
れ
ま
し
た
。

(
写
真
は
そ
の
記
録
写
真
で
す
J

講
師
・
三
重
大
学
医
学
部
第
一
解
剖
学

教
室
助
教
授
坂
下
栄
氏

当
日
、
講
摘
会
に
事
加
す
る
人
の
た

め
に
、
胡
北
駅
南
口
か
ら
十
二
時
間
十

五
分
発
の
パ
ス
を
運
行
し
ま
ず
か
ら
こ

利
用
く
だ
さ
い
。

わ
が
申
徽
の
家
計
簿

仕
げ
融
制
融
制
葉
山
正
也
隅

し
っ
か
り
し
た
家
計
管
理
に
は
家
計

簿
が
な
に
よ
り
で
す
ロ
あ
な
た
の
貴
重

な
体
験
を
、
新
し
く
家
計
簿
を
つ
け
よ

っ
と
し
て
い
る
方
や
、
記
帳
方
法
的
改

善
、
家
計
簿
の
活
用
に
努
力
し
て
い
る

方
々
の
参
考
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
白

詳
し
く
は
商
工
課
、

消
費
生
活

柏
村
刷
刷
鵠
闘
市
庄

w
v
日
時
二
月
十
五
日
・
十
九
日
・
二

十
六
日
、
そ
れ
ぞ
れ
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
三
時
三
十
分

w
v
全
域
東
葛
飾
合
同
庁
舎
六
階
第
二

会
事
軍

V
テ
i
7

食
円
安
全
学

マ
申
込
み
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
住
所
田
氏
名
を

は
っ
き
り
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

w
v
申
込
先
〒
2
7
1

松
戸
市
小
根

本
七
、
東
高
師
合
同
庁
舎
、
千
葉
県
松

戸
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

自

O
四
七
三
(
六
一
)
一
一
一
一
一

V
受
鴎
料
無
料タンチョウ

(ツル目ツル科)

裁護員三子の

鳥豊予

文芸だよりの制は、 f干さんカつ〈るコーナ

です[1:.:~} Lてドき¥'，楠山日は/，0115Hま

て、 l人 lllJて，、ヵキにかぎります、糾I'Jを

応草される打は '~JI の手前にありたよヲなf\
Ml をお~fI\、 L ますロ応らふ先・市役所企Lllij謀広
報統計係(我係(.市我品川同日)

そ
E

A

Z

E

担

E

監
川
は
今
も
流
れ
て
歌
人
が
住
み
し
江
東
区
大
局
ビ

ル
立
ち
並
よ
(
左
千
夫
歌
碑
除
幕
)
根
本
善
正

さ
さ
や
か
な
年
こ
と
ほ
き
の
し
る
し
と
て
更
く
る
厨

に

黒

豆

を

煮

る

三

浦

ふ

ゆ

燥
な
れ
ば
冬
ひ
と
と
き
の
安
ら
き
に
日
だ
ま
り
の
暗

に

針

を

持

ち

を

り

新

堀

孝

女

出
か
け
ゆ
く
夫
を
見
送
り
門
に
立
て
ば
ま
近
に
鋭
ど

も
す

き

鴎

肉

声

き

こ

山

小

川

持

子

針
先
も
お
ぼ
ろ
げ
な
れ
ば
い
ら
だ
ち
ぬ
も
の
縫
う
毎

に

我

が

目

、

っ

と

ま

し

中

村

美

佐

ベ
タ
ル
踏
み
利
恨
大
隔
を
渡
り
ゆ
け
ば
鉢
の
エ
N
，ヵ

の

続

に

揺

れ

ゐ

る

河

情

和

代

墜
事
ゆ
富
貴
に
対
町
駅
羽
ば
た
き
し
き
り
に
村

短

一

一

由

に

遊

べ

り

柴

田

満

子

1
L
文
字
フ
す
れ
折
り
目
町
一
切
れ
し
父
よ
り
の
手
紙
ひ
ら

F

け

は

ま

た

涙

楠

く

竹

沢

宮

i
:
 

一
昨
夜
の
雨
に
情
的
葉
末
に
さ
が
り
た
る
つ
ら
ら
は
朝

自

の

日

に

ひ

か

り

ゐ

る

青

山

冊

。

一

一

鈴

木

幸

一

選

)

品
解
け
や
憾
木
疎
林
に
日
の
も
ワ
す
く
向
原
雅
子

地
下
足
袋
を
干
し
て
土
王
町
小
正
月
野
口
こ
う

色
足
袋
や
商
家
円
安
門
し
た
た
か
に
前
回
は
る

室
町
花
さ
げ
て
見
梓
に
来
て
く
れ
し
岡
田
時
的

笹
明
や
温
泉
宿
を
通
す
長
邸
丁
稲
田
千
代
女

宰
坦
く
る
父
円
安
古
の
月
去
商
器
置
く
鈴
本
紀
子

丹
墳
の
き
わ
よ
り
車
道
寒
侍
棺
津
イ
チ
子

冬
緋
や
文
字
剖
み
あ
る
境
石
川
村
た
け
し

さ
き
が
け
し
春
町
息
吹
や
ふ
き
の
と
う
藤
枝
竹
加

子
珂
円
紅
脹
ら
み
て
午
後
の
陪
に
小
休
菊
江

寒
月
を
沈
め
て
沼
町
探
限
り
時
部
宮
彦

一
一
ン
月
内
古
利
根
勾
ふ
こ
と
も
な
し
和
田
正
邦

元

日

や

米

寿

町

気

骨

{

日

詣

り

長

汀

瓦
が
杏
葬
ふ
朝
や
雪
の
舞
ふ
三
谷
和
夫

(
染
谷
果
径
選
)

いろいろな相談こ。と一覧
'fi' (82) 4649 

アルコール中毒からJ:ldす出す

ための相誌をお受けしますa

毎月第 1土限目、商工会館

・2手会線鶴

わ7うりにくい年金問図につい

て民間なとをお受けしますa

毎月第 ).3本'11日

@消賢者苦情相阪

毎月第 1.2.-4水.Y8

@育児縮政

@心配ごと網践

社会福位協議会で行っている

ものです。

毎Il帯 ).2・3・4月t啄a
e日時や嶋巨持は広報でよく医め

てお出かけくださいs

@治徐栂険

法律がからλだ紛争や L'血ー

とについて、解決お法などのこ

鰐践をお受けしまれ

毎月第 }'3'4火砲日

・行政相践

固に対する行政苦情を主に、

県市に対Lての行政相伐をお受

けします

f 毎月 1図、場所は不定

二@人栂腕臨縮政

人権怖通のため 人怜H1i問

題や家庭内のいざこざに聞して

ご伺誌をお受けしますe

お時・ j易所は行政ね"もと同t

・沼書欄鶴

52~ 



不| 織ります帯

回:1 1 *言言内務すぺりをき 本

町::!.::I都市ガス手話滋81:1をま

[j1J I *団抗出荷関戸 (3絞〉

突 い 子 供 れ *tJJ7f
4品 i ブン *"1'下、草駄主箔 *霊電霊

2ゴ11戸鈴制鈎ガ措法 げ的ブ刀J肌山
之j トド

I I繍ってください⑩

“ιiキ2鐙ベット之 本建設気

i 1オJゆ峨びん
詩議定護軍〉

募集

I>tt唱留の内容 下絞後の小学主主とこ

…害者にimんでくださるヌラ豪華霧車軽し

さま唱。 せきれば拐殺以下o警護い方

交務室重してい訟です。燃5llJI語、j騒い察

官ん。

1>募聾主人霊長 守宅造

砂鈎務時総 J虫学筏下校持から午

後6隠さ世

1>問い合わ校定重苦宝塚宮皮切82

〈綴織のみ〉

文書

尽き壱54年霊童書窮21Qlr，53之襲撃務主主
講座」を警警益金しをま売す命

b臼符 符168'238. 3月刊

日・ 8Eヨ 151尽くぞ罫遷主窪田〉午

後1憾30分から2ヨ線変治まで。

惨話事獄中央公民館

参加支霊長護 4(}?' 

修室韓自草 笛白綾之助氏

争テキスト 型戸、川村喜京交番務、

延命寺文書警などffif'ヨヨ主義欝より

砂申込み 21'寺守 6tJら震霊童話で申

込んでください。絞めての'Dもど

うぞよ士事参加ぐだおい。

盟85-2481術史銭高さん雪量

惨話器移爽揚 崇内c住む80~題以上

〔大IE9ま1'41'ヨ18以紛総務れ〉

の方

紗募集線鶴正守!とJtj"S2Fヨ20
巴

歩入学豊宮内襲撃の主主総 重量重喜主題言却す

役会線被議菜、給戸子信小君主2事ア

宮 0473(61) 21竹

事砂罪悪いさ吉ねt主 子葉県役会銃殺人

者議後撃事盟号472(23) 2343 

I>E3程二ヨFl13.20・21句、 3月

6.7 竹協〈詰?を鈴〉

炉支昔重量 機内叫J/J¥:[E華麗の経営者室、

中察警警護裂を努dニ轡遡一歩務担当者

炉支震災 泌総

i I株主豊富籍料 5233fIl 

|険会話語 千葉索中小lE幾f笛鴻1商事軽

!匂ンタ

少申込み 千繋銀総数主主主霊句協会

i 60472 (41) 1414、 (42)2129 

I (買E重警になり1..>，(ざい害警t;l])

〈脅工喜幸〉

察立我孫さ子機嫌ま受容器車専門校では

次のとおり4ぬきをを事事態します。

@機械科

*事事主義人終 段名

象鋭意書興開将司 2if 

竜号機審査題提Iill科

象襲撃喜義人質 若干名

移謹11綴綴罪事 11'芋

砂事事纂翼喜善幸

昭和55ま手守湾218t!ら2悶2白

まで。主主主ざし韓議機数E語斜について

は3月議6:，ケ

1>罪奪い合わtt千葉察立我孫子息

毒事淡紛等専F制高官0471(84) 6411 

f謀議I警察〉

炉日詩 3湾9尽く6lE3帰り

惨櫨所 日米安警]築技J:正午 J母語〈往

復パス使紛〉

書房長宮要事演徳 小学絞ヰ王手主主主主らゆ

学2f手主主主"1:'(綬ミ子!と怒る〉

修繕重義人銭 403 

b重襲撃電 2笈指向け人〕澱スキ…

長謀長話代主主とほ&Ell'主主語

b愛情 2湾総8 CEヨ)1α時から

狩議議(!吾妻事祭事誌の宅建命Iよj由選〉

砂連絡先走霊磁波官話さ寸730

1>主楼 政再来王子二ミキ…クラブ

1>後量産 主究主範子市教育委員会

r昨日;主主主主著書でパレ ボー/し絞殺

妨げる学生ー一室生雲母交努襲撃割程しま

明。

1>線開自 主言霊童士事態粉、午後79寺
主治からQ憾30分殺で

b翠所 事発E高子ゆ告訴綬i涼害事室窒

1>主義主主主総予約パレ ボ)[，議

室壁

1>長室絡書記 事究主揺さ子122 千葉務

官級ぺ132

最近市内でも将織が犬繁盛九に

なってき稜した。{湾安芸会<:'1韮級品、

号室o滋草喜のほか、均二三:QJo)E綴字害

復大会校総務問機の腕在競いをきっ

てい殺す。

霊安1芝響詩的必要号大会を治め盆E範大

会にピ討を翠する大き主主霊式さきもあり、

タイトんを室主得するこ亡、善言、マプは

ありません。将領!こ然露撃のある人

o入金をお待ちし訟を言。

".遼絡先重量子世82-339ヰ

く)1:{ヒ送車E謹1吾t員向怒会〉

お紛らをす

喜望殺さ車1:1産設りやすい時織です。 Z更

のことこに主主慾しE長しよう。

鯵翼震の成後望室績を励行

f警にブレ キの片ぎ望書、ウイン

ドワイI~ーの{事務フド主義、'9イヤ定自

主主庄①不均事警なとう毒装絞めもとです。

@スピードlit事官i之島聾えを芸c
スピード{謀総なし、望書室甚な運車若

iよ1r，，¥1:1けなければなりません，撃

った幾緩やめれだ道函ほ摩漆1J1:1

綴援に紋下しているだめ重量際H:Iま

で殺す、書長総をロッ'}9あと:筋肉

般若主主主い、窓いもよらぬ所℃害時後

悲観してしまいますe

。スノータイヤやタイヤチェ-:;

を使用しましょうゆ

雪望室や護軍つ際主語路ではスノータ

イややタイヤチェーンを使用しま

しようう。

縦二イカ…そ耳目liF隠してスキー首選へ

{す〈おはより 患の遠藤ガ跡襲撃て?

です。tl:l発車:;1こ受主事?賓華護主をよく程調い
亡瀕弱状況を確喜慈しさましょう。

i傾斜聖書転校ンサス!et、襲き本主義

主売訟の7f1Jンヒ?ッヅです。 lOi1'Iこ

介護主ドAO(E量産整連合食糧際議長韓

関〉アIt殺害撃のお盟呂関!こよぴかげ

で、いつないiこ襲株主義の鈴鹿筆者をす

ること!としています。これは、 t世
界の食糧生還の繁f建物議iお喝しJ鋳

燦{ごとらえ亡、入総括母娘おとき罪福

とと役立て主きいというt世界O主人び

とのき畏い宅配み主さそうd二弓る瑳繋怒

ら総発しだれのです9 わガeilも綴

給27絡に γ綴総長充誌に関する図絞

殺約Jに毒事?躍して、 E量際協力のこ

の火仕事をお画立派iこなしdこげて

宮警務し定。わガ主題は毒読者長おま君 (B自

給法己主王、 35年、 451'手)ot殴善幸運霊絞

殺をンヲス奇行いさまし主主1:1、その

正三び!こ滋かしい宮武線唱をおさめてき

ましたの勺、被害曜の飴幽から箆資

と露殺そガおえています。

合lQlのt境界選菱総望奨センサスも、

わ1乏し際的《与党議111fiいだ立派お

詩文事長!とき措らはい、いやむつなすば

らしい成扇をおさめだいもの

年前のぷ湖北村役場ガ

ら刊行おれ、~総務く言宇箔された

t潟北村総， (重苦弁室長之初老言、中

総長訪襲警淡絡〉の復刻j泌を2伶守

潜行しさ表写。 r湖北村長

事委λ長ミち史のE耳事司i二、

1じi誕祭o恋愛な採るには対立なぬ

必読の毒事土誌です¢ぬ向先Ia:F巨袋
会館内!ち議更さんさき、 !'ll'¥50口円

です。闘いをきわ主主i昌子ち盟主縄さん室

へ。骨吸

I>s品目 21'ヨ38(怠〉誇哲夫中止

診車星合市役務今諸~j9B等

重量菅生沼嫁腐重量

砂真喜B 2悶17Eヨ(Eヨ〉雨天申立

が主義若者 主尾張駅改札口、午草寺8
隠307.t

防護震F軽量豊喜整業で9ガら、住吉援の

おi品会焚としと立総勾玉君主ヨしてい

た絞殺を安唱。邑議室事挙織の絞め予

約1:1必要ですふ著書捕手事後おおは廓

し込んでく疋おい。

1>申込先総本問草壁、税務予fuB

iぶ1-24岱 82-1047

3亥探戸毒重宝絞れぞむ気軽に参加で

きます。撃事長義iど霞肢のある方!立、

図的!とお刻してくK'さし」

く事手書毒考守去る重量〉

切るい昔話鐙

験共手口露五室長記堅苦霊祭ぞきがけ会の皆

さんから総予談話t主主へ20)5丹、 E白

身際望書苦言葉主役会へ10J5円、手をて)

怠ぐ草識の長室へそうお得点雪泊11あり

まし72.，

砂ぞうイオンスクラブの議ささんから

学者去っ忽ぐ現¢会へ務泌

がありましだ。

砂匁卒言毒三さん〈哲建問1087)ガら

ffi3書室草霊長3属議こ107ヨ仰の寄{位

〆年金相談、

惨臼事者 ヨ〈京) 干

潟物事者がそう1'1線30分、午議寸

評寺かをうとヨE菩

参加験線 市佐吏所

砂絡談員 社会傑険毒事務係等専

F雪害言、設会要事F重労務:i:

一

がありきしだ。

惨事実孫子護教パブァスト毒事会、サ

ムエ}[.，主主宛霊童からひ諒わり闘|こ、

6523円の寝苦fせがありま表し1主。

".関東E寝起踏ま叢著書〈襟〉我嘉手事業

所から絞殺者議後!こ2220f号の寄i甘か

おりをましt，::，

きか議襲撃事LIJ小?校の上B3援護さぶきを殺

をきゃん〈隠発戸 121~1わから設

設議後iこ、あま手五考査絞め殺オ 15F号

o事聖位三了ありましだ。

1>蜜喜タクシ…く下ケfS1∞ 〉か

ら毛布10絞と守 15295(JC司の寄{すが

あり殺し役。

ー齢者きg，宇 多ミðん〈主主フド8-15-~さ〉

1:16機談れ4よい子供のださち!こトぞう
7ンシ…バ……の寄贈ガ怒りさまし絞。

<iKランテイタ〉

1>主主宰ま会 21'弓守 Eヨ〈畿)10号害方

ら12時、税孫子総務行政連絡所

砂望隠荘君事役主主義主 2f)158C愈)

炉鶴湾器密着揮t士主苦聖書 21'ヨ218(本〉

砂紛い合わt室 外IlJ宮82-2吉村

市政ガイド

(85) 1313 

テレホンサービス

(84)0001 

消防

526 



55.2.1 

課税課市民税部

内線認;

は

お

公(85)1111

割
払
た
ち
が
盤
か
主
生
活
を
送
り
、

品
臨
み
良
い
暫
を
つ
〈
る
た
め
に
、
税

金
詰
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
.
社
合
福
H

也
、
公
立
学
校

の
建
設
、
道
路
、
住
宅
、
そ
し
で
下

水
遊
や
ゴ
ミ
の
処
翠
な
ど
;
・
留

一
}
的
よ
う
に
緩
広
い
分
野
で
役
立

っ
て
い
る
税
金
辻
、
私
た
ち
が
安
定

し
た
生
滋
を
澄
む
と
き
、
社
吉
田
一

盟
国
と
し
て
品
剤
師
惜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
長
掛
げ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

…
一
丹
十
六
問
問
か
ら
五
月
十
五
周
は

… 
悌線開踊醐

め

糊

-mw終
的
総
紛
糾
な
ど
の
交
付
払
い
を

a

為
り
求
ふ
た

給
制
棋
は
淡
輪
酎
鱗
制
慌
で

泌
総
N
M
M
附
創
刊
な
綴
終
釣
銭
安
お
す
す

め
し
ま
す
帆
概
数
約
続
的
期
日
時
み
Hυ
訟

は、州問枇間取街、

:ii!!i 
警生よき義喜
望245空i
ii弓λi櫨

(¥giiRiiz 
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同111日行l貌
員七 lい liF ，i民

市
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新

税

iiz

い

い

の

般

的

聡

暴

を

し

な

く

て

も

よ

い

人

い
よ
い
よ
笠
間
拘
禁
に
な
り
ま
し
義
ど
千
万
円
合
こ
え
る
人
切
で
も
、
話
出
向
除
草
寄
付
謀
、
μ

慌

た
。
税
金
は
閉
山
や
市
に
と
っ
て
最
も
大
級
給
与
を
一
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
抱
取
得
除
隊
な
い
F

いめい没
H
ら
伐
る
人
は

切
な
対
捺
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
で
、
給
与
所
得
や
淑
斡
所
得
以
外
的
確
議
申
鈴
ナ
司
令
K
税
金
約
滋
付
を
受
け

人
む
と
り
市
町
一
止
し
い
申
告
と
納
税
で
明
各
種
的
所
得
金
話
制
的
合
計
制
が
二
十
万
る
こ
と
が
む
き
ま
す
u

{

市
鳴
謝
を
也
被
開
…

る
い
前
向
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

G

m

を

与

え

る

入

。

し

て

く

だ

さ

い

)

安
写
生
一
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
前
半
霊
申
慌
を
し
た
人
に
は
笠
宮

一
荊
持
制
棋
の
磁
定
申
告
を
す
る
人

い
る
人
で
、
年
末
詞
笠
を
き
れ
な
か
っ
啓
附
畿
や
「
南
中
A
町
議
問
中
留
さ
方
L

的
手

法
得
税
と
は
、
観
人
が
年
間
同
に
得
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
忌
引
き
な
ど
か
浅
務
寝
か
h
送
ら
れ
て
き

た
所
得
に
惑
と
て
か
か
る
税
金
で
す
む
議
所
得
以
外
的
各
捕
の
所
得
金
品
酬
と
の
ま
す
の
で
、
活
干
そ
の
申
告
書
閣
制
紙
本

一
審
警
護
申
告
を
し
な
け
れ
ば
合
計
額
が
ニ
卜
万
円
を
こ
え
る
人
c

使
っ
て
く
だ
き
い
e

な
ら
な
い
人
と
は

i
~

何
事
本
事
従
事
者
や
叫
国
の
在
臼
公
館
今
年
、
新
た
に
確
定
申
告
を
す
る
人

総
滋
ゑ
所
得
や
不
動
選
罰
則
得
な
ど
か
に
勤
務
す
る
人
な
ど
で
、
給
与
の
支
払
は
酒
税
務
箸
、
ま
た
詰
お
没
午
前
課
絞
諜

あ
る
人
で
宅
総
初
五
十
間
関
年
中
的
所
得
キ
A
Zけ
る
際
に
所
得
税
を
柑
泉
徴
収
さ
に
申
告
書
や
手
引
き
な
ど
が
弔
意
し
て

約
九
円
狩
泌
が
配
偶
品
物
凌
脇
陣
や
払
受
検
隊
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
人
ゐ

な
ど
め
税
務
総
除
去
評
判
開
よ
り
多
い
粉
河
総
会
社
内
役
員
や
そ
の
綴
銭
な

入

。

ど

で

、

給

与

の

ほ

か

に

、

夜

討

金

約

初

会
総
将
み
十
際
年
中
的
給
与
的
収
入
子
、
防
舗
・
工
場
な
と
の
賃
貸
料
、
機

て
い
る
人
m

室

主

柑

持

者

議

ペ

雲

車

線

と
し
ま
せ
ん
が
弔
中
州
日
い
絞
殺
?
る
人
は

申
告
老
し
て
く
だ
幸
い
後

紛
糾
抑
止
部
狩
か
り
泌
氏
税
県
険
制
怖
が
議

引
引
か
れ
な
い
方
、
ま
た
は
帖
持
品
支
払
総

粉
需
が
縫
淑
き
れ
な
い
人
(
U
Q

滋
い
や

パ
ー
ト
な
ど
で
綴
い
て
い
る
人
J
e

会
総
告
所
得
の
廷
か
に
地
代
や
議
院
、

日
比
ム
語
、
総
Anz課
税
的
符
子
所
得
な
と
給

与d

以
外
の
一
所
得
の
あ
っ
た
人
a

③
議
議
控
除
や
窪
宿
探
究
H
H

砕
障
を
受
け
よ

づ
と
す
る
入
。

た
だ
し
、
五
十
殴
年
分
所
得
税
内
申

告
殺
を
税
務
餐
じ
提
出
出
し
た
方
辻
市

災
後
・
弘
氏
総
司
主
同
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。続

得
め
い
稿
い
人
世
い
人
に
つ
い
て

す
で
に
制
限
品
智
治
統
合
伊
ぬ
問
問
必
京
ぐ
れ
て
い

る
身
は
、
か
持
て
ぷ
貼
間
耐
略
的
僚
会
問
機

か
ら
ぬ
時
品
開
品
別
い
い
幅
削
絵
紛
糾
問
さ
れ
ま
す
拘

で
約
制
悦
鎖
に
試
合
う
成
長
め
準
府
閣
を

し
て
お
い
て
く
ど
さ
い

D

主
お
‘
所
得
税
均
約
制
問
円
以
擦
は
、

申
止
口
綴
怒
と
問
問
七
一
一
一
月
?
五

g
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
に
よ

り
納
付
す
る
絞
首
倒
的
半
分
以
上
を
三
月

叫
問
駿
を
あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
と

い
っ
仰
は
.
炎
胤
糊
や
純
子
、
制
州
政
聞
で

行
わ
れ
る
い
と
か
多
く
、
叫
m磁
を
分
け

て
も
な
た
が
、
理
械
的
思
は
つ

い
う
っ
か
り
し
て
し
ま
う
一
こ
と
も
あ
る

円「

P4

で
は
附
附
与
税
は
か
か
り
ま
仏
ゃ
ん
も

ム

A

た
と
え
ば
‘
マ
イ
ホ
ー
ム

K
A認
が
最

e

よ
り
申
告
書
お
よ
び
「
市
・
陳
氏
M
m
申

り

h
u
い
の
せ
親
ム
ザ
h
M
時
蝕
し
て
も
ら
っ

告
の
手
引
き
い
圭
発
滋
い
た
し
ま
す
が
、
に
と
い
う
ケ

i
え
ま
考
え
て
み
て
く
だ

住
民
悦
の

E
n舎
か
届
か
な
い
人
は
、
さ
い
e

出
措
申
告
会
埼
戸
市
役
所
)
へ
お
ニ
し
こ
円
埼
介
、
金
銭
の
貸
出
市
再
体
は
轄

に
な
る
か
、
電
話
な
ど
で
課
税
課
市
民
与
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金
銭
設
計
が

税
係
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
申
告
訴
式
的
主
場
合
や
♂
ぬ
る
時
払
い
の
祭

設
を
発
送
い
た
し
ま
す
。
泥
な
し
」
「
山
山
世
払
い
し
の
よ
、
ヲ
な
持

は
実
妥
一
的
に
贈
号
を
受
け
た
こ
と
ξ
変

づ
か
な
い
め
で
総
与
税
が
か
か
り
ま
す
a

た
万
頭
rr的
開
問
で
も
、
明
ら
か
に
脱
出

入
金
の
と
き
は
鰭
号
に
な
り
ま
せ
ん
か

い
円
、
も
ち
ろ
ん
鶏
与
総
は
か
か
り
ま
せ

ん
nま

た
、
金
絞
め
や
り
と
り
な
し
で
相
続

的
土
地
を
手
段
ぶ
義
に
し
た
り
，
持
昨
れ
凡

な
制
緩
ヂ
樟
後
し
れ
ん
均
点
げ
や
、
間
隙
人
か

ら
時
総
よ
り
も
若
し
〈
総
い
務
総
で
貼

五
日

ト
五
円
ロ
ま
で
に
納
付
す
れ
ば
、
銭
績
は

いれだ一一
rγ
…
aM
ま
で
延
一
約
す
る
こ
と
が

℃
き
ま
す
c

た
ど
し
、
盟
約
銀
問
中
は

年
七
・
…
↓
…
パ

i
セ
シ
ト
〈
白
血
世
二
銭
)

的
利
子
悦
が
か
か
り
ま
す
。税

と
思
い
草
ず

ω

そ
こ
で
ぬ
与
制
慨
に
つ
い
て
州
判
明
し
ま

し
ょ
、
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機
事
料
開
は
一
月
一
緩
か
ら
十
四
淀
川
双

十
一
制
約
一
部
関
心
も
ら
っ
た
斡
綴
的

閥
抗
問
か
ら
六
十
万
m
門
ふ
が
ふ
い
た
桟
り
じ

か
か
り
ま
す
"
つ
ま
り
、

品
暗
銭
議
両
刑
務
的
申
告
じ
つ
い
て

問
明
和
主

1
凶
都
中
に
親
液
所
得
の
あ

っ
た
人
は
、
昭
和
混
十
五
年
二
月
十
六

日
か
ら
一
日
一
月
十
五
日
ま
で
に
地
内
所
得

と
と
も
に
確
定
皇
曇
を
提
出
し
て
納

税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

松戸税務署

資産税部門
からの

所
州
昨
鋭
的
鋭
機
主
審
は
、
二
州
脱

開
い
と
円
分
級
制
州
制
胤
期
生
を
般
的
増
し
ま

す
の
で
、
必
ず
絞
め
て
か
ら
後
出
向
し
て

〈
口
容
い
。
吋
線
技
内
殺
は
つ
い
て
の

お
議
ね
ω

も
あ
わ
せ
て
様
似
し
主
〈
ド
ん

が
い
。
線
機
が
次
め
よ
う
な
湯
舟
に
M
M

り
ま
す
u

し
か
し
、
そ
の
お
務
出
品
縦
が
十
分
な

紋
織
知
議
め
な
い
ま
ま
殺
事
い
い
料
り
わ
れ

紛
争
伎
の
繰
総
会

は
な
か
っ
た
も
の
と

L
て
取
殺
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
v

贈
与
税
の
申
告
と
納
院
側
削
問
は
一
一
月

一
宮
か
ら
=
一
月
十
五
ロ
ロ
で
す
a

お騒い

527 

ぷ
附
州
内
絞
め
銭
的
沼
津
酔
余
録
い
に
崎
地
問
問
議
吋
公
共
事
終
般
市
町
議
的
災
級
哨
律
的

女
、
主
設
し
、
か
っ
‘
必
察
令
統
制
喜
市
中
ぬ
材
体
判
明
終
ん
と
「
公
民
事
数
出
袋

を
「
端
線
内
務
の
お
滋
ね
い
に
時
抑
止
刊
の
盤
的
側
只
絞
り
等
的
蕊
明
縫
い

う
え
捻
出
し
て
く
だ
さ
い
也
会
斡
ザ
的
再
・
本
山
崎
区
間
閥
抗
蹄
糊
鴨
志
裁
の
た
め

の
自
分
的
践
ん
で
い
た
同
時
住
滋
時
制
緩
に
土
地
等
を
議
液
し
た
場
合

を
市
間
流
し
た
埼
品
『
「
終
的
札
土
地
住
飯
野
理
常
識
の
た

こ
の
持
倒
的
の
議
用
を
受
け
主
ヲ
と
め
の
土
地
等
的
制
貝
取
り
誌
明
爵
」

す
る
者
向
住
居
民
票
め
写
し
(
談
措
株
安
命
誌
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
の
た
め
土

産
町
一
所
在
地
内
市
湾
持
長
か
ら
譲
渡
地
等
を
議
捜
し
た
均
台

の
あ
ゥ
た
u
u
か
ら
こ
か
何
丹
後
に
発
行
「
特
定
住
宅
地
造
成
事
語
専
の
た

さ

れ

た

も

の

匂

め

の

土

地

等

丹

買

取

り

証

明

書

L

mw絞
同
用
等
じ
よ
り
灸
獲
を
議
柿
惜
し
た
③
袋
地
保
与
の
合
同
四
化
的
た
め
農
地

鴻

九

日

。

等

を

一

議

捜

し

た

埼

合

品不淡町
m
託
制
4

苛

吋

農

地

m
m
t
旬
円
台
酬
明
化
等
に
関
寸

*
仲
川
村
粧
品
以
記
閣
を
紋
移
し
た
ニ
と
安
絞
る
証
明
市
W
L

ず
る
hw組
問
(
澄
箆
淡
総
本
ま
と
は
持
そ
の
品
協
、
交
筏
‘
特
絞
め
楽
業
耐
用
資

本

)

談

内

閣

橋

地

吋

の

線

制

悦

的

特

例

に

つ

い

て

*
紋
持
師
側
絞
め
父
依
然
的
換
泊
料
中
山
附
は
‘
校
総
務
ま
た
は
納
税
制
拠
い
お
日
時
ね

く
だ
祭
い
。

中
肌
阿
じ

山
知
附
引
な
泌
総
は
あ
ら
か
じ
め
川
富
L
て

お
い
て
〈
ド
ん
ち
い
‘

に
せ
税
抽

2
7

税
務
署
員
に

ご
注
意

持
年
、
確
定
申
告
的
機
出
制
限
が
近

つ
き
ま
す
と
、
ー
せ
相
山
線
士
山
?
に
せ
純

詩
語
長
に
よ
る
被
安
か
発
生
し
ま
ず
"

税
理
上
で
な
い
人
は
、
他
人
向
悦
務
代

理
や
税
務
自
聞
の
作
成
、
税
務
松
誌
を

申
告
の
と
き

業
と
す
る
こ
と
を
法
律
で
民
ヒ
句
れ
て

拙

持

参

す

る

も

の

ま

す

所
得
悦
ま
た
は
市
・
県
民
続
を
申
背
悦
現
士
や
税
務
持
民
は
、
夜
型
土
益

す
る
と
き
に
持
容
す
る
も
め
は
‘
申
校
出
品
や
身
母
説
明
書
を
必
ず
携
指
し
て
い

め
内
務
に
よ
4

て
も
異
な
り
ま
す
が
‘
ま
す
め
で
、
疑
わ
し
い
と
き
は
"
主
e
提

次
め
よ
う
な
も
め
は
車
内
議
出
し
主
主
て
く
だ
さ
い
ロ
少
し
で
も
不

て

く

だ

さ

い

。

答

な

と

こ

ゐ

か

あ

り

ま

し

た

ら

税

務

答

。

印

綴

へ

ど

巡

特

〈

幻

ち

い

d

れ

れ

れ

閥

的

緊

密

な

と

ま

削

の

問

い

合

せ

は

急
線
級
質
的
わ
か
る
撚
阿
波
ど
機
内
球
史
認
吉
川
方
な
と
わ
か
ら
む

@
品
川
偽
か
ら
波
山
引
か
れ
る
機
除
紙
幣
い

k
品
川
M

‘
絞
附
総
務
終
ヘ
開
削
い
合
せ

@
生
命
保
険
的
i

支
払
税
制
h
w

て
〈
幻
き
い
a

@
問
問
削
代
楠
階
段
保
険
e
M
闘
M
州
都
合
内
説
明
暗
ハ
vm聞
か
吋
(
六
つ
口
一
一
七
…

寺
戸
市
役
所
に
あ
り
ま
す
}

@
雄
山
由
比
日
記
除
、
販
機
曲
目
控
除
、
柱
。
制
収
市
・
然
災
訓
町
内
申
告
で
わ
か
ら
な
い

僚
除
的
部
付
齢
制
は
衷
削
を
参
附
し
と
き
は
、
代
伝
子
市
役
板
硝
時
制
抗
議
点
目
拭

く

だ

さ

い

“

税

係

へ

問

い

合

せ

て

く

だ

usr
い。

例
年
一
日
月
十
日
す
さ
に
な
る
と
‘
税
問
(
八
五
〉
戸
一



す
る
に
は
‘
そ
の
年
に
支
引
払
っ
た
領
絞

還

付

を

受

け

る

た

め

の

惑

が

必

要

と

な

り

ま

す

e

し
か
し
銭

島

収

書

の

な

い

場

合

も

あ

q
ま
す
が
、

1

寝
返
申
告
ま
お
早
め
に
N
H
H

年
要
望

4
2
2

γ
M
W
俳

句

メ

曾

E
F
}
E
t
u宅
‘

"

J

司
重
喜
一

k
d

-

J

‘

こ

ま

め

に

記

持

品

し

て

あ

れ

ば

よ

い

こ

と

囚
蹴
開
設
申
告
に
よ
り
瀬
泉
徴
収
さ
れ
た
利
な
方
を
選
ぶ
こ
と
が
T
き
ま
す
e

え
て
い
る
と
、
そ
内
総
え
た
部
分
的
金
に
な
り
ま
す
a

税
金
者
選
付
し
た
り
J
所
得
同
市
除
を
受
〈
添
付
審
鎮
V

H

醐
が
所
得
金
額
か
ら
線
路
怖
さ
れ
ま
す
。

け
ら
札
る
の
は
、
止
の
項
目
に
該
当
す
也
事
給
与
所
得
の
揮
系
畿
内
拭
察
。
市
部
療
殺
と
は
、
震
師
h
V
品
開
科
医
師
叫
に

t

u

A

P

¥
前
む
官
除
問
「

る

人

を

い

い

ま

す

。

事

り

災

益

事

等

(

雲

波

数

署

支

払

っ

た

議

後

主

審

問

ほ

か

に

‘

受

mu

凶
器

Ed

的

経

損

控

除

昨

年

は

大

型

車

内

怒

鳴

幾

)

{

注

}

た

だ

し

警

護

治

療

比

重

3
4
4ま
…

p
h
d
l
l
c

に
よ
る
儀
惑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
み
な
し
て
い
な
い
と
宅
き
か
の
ぼ
っ
て
は
い
も
滋
市
摘
し
ま
す
。

さ
ん
の
住
宅
や
家
財
に
被
害
は
あ
り
ま
説
明
容
は
で
ま
せ
ん
の
で
ご
議
緩
く
*
治
綴
、
終
縮
減
に
必
綴
な
隊
滋
ぬ
の
鰍
ゆ
鋭
治
融
機
線
機
，
Z

2
昨
年
中
に
仲
間

せ

ん

で

し

た

か

。

ま

た

、

昨

年

中

に

火

だ

き

い

。

入

綾

織

を

紛

脱

慨

し

た

り

、

総

線

総

お

い

を

時

納

入

季
繊
維
な
ど
ト
率
的
警
告
受
け
ま
*
係
機
孟
誇
た
義
的
見
絞
り
鈴
ま
ん
ま
、
は
り
、
事
ゅ
う
な
ど
の
縦
し
、
そ
内
器
禁
“
六
説
明
会
〆

i

せ

ん

で

し

た

か

。

算

機

。

{

総

}

大

災

係

険

轄

で

総

て

脳

出

料

ト

ル

以

下

で

、

新

築

a

綴
人
し
て
か
ら

総
泌
総
除
と
は
、
こ
れ
ら
の
災
務
そ
ん
怒
れ
た
金
側
酬
を
一
総
べ
て
お
い
て
く
主
持
織
機
、
綴
泌
総
な
ど
的
資
用
六
か
月
以
内
に
人
組
し
、
引
ち
約
い
て

A
X
け

、

爽

捌

制

緩

柑

酬

が

平

問

所

得

的

+

バ

だ

悠

い

。

芳

撚

線

経

潮

騒

注

し

て

い

る

場

合

‘

溺

往

し

と

年

か

1
セ
ン
ト
を
制
服
、
え
た
と
語
、
そ
の
紛
え
ノ
/
氏
、
一
一
*
入
絞
め
総
議
代
‘
食
泰
代
金
一
一
年
間
、
各
年
分
的
所
得
終
結
掛
か
ら

た
金
誉
院
議
官
綴
じ
れ
く
こ
と
的

i
Jつ
二

主

襲

撃

塁

審

重

点

万

門

事

除

さ

れ

ま

す

。

芸

人

会

臨

時

事

字

。

諮

問

P
J

一

一

一

義

手

.

費

襲

づ

え

、

霊

感

、

芝

、

ニ

産

除

草

け

ら

れ

る

佳

た
ド
~
し
、
制
制
緩
や
交
穏
な
ど
日
常
的

1
u
m訓
電
、
!
」
一
一
総
合
な
ど
の
…
購
入
繁
屯
を
購
入
す
る
際
、
民
陣
内
金
融
後
間
関

喜

に

霊

童

で

な

い

重

器

擦

係

語

¥

同

暗

雲

幾

重

孝

幾

康

診

断

な

ど

の

な

ど

か

ら

返

済

期

間

十

年

以

上

司

ロ

i

は
叫
円
程
に
な
り
ま
せ
λ
山
汽
紙
十
悶
年

d
療
制
~
鵡
拭
摺
‘
帥
拙
均
思
増
進
の
た
め
の
ピ
タ
ミ
ン
ン
を
利
用
し
、
年
間
丹
返
済
金
正
闘
が
一
二

分
や
浪
十
五
年
分
内
総
総
所
得
か
ら
は

/

d

d

)

討
な
ど
は
径
雲
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
盆
十
万
円
を
越
え
ョ
昭
和
五
十
一
一
一
年
一
月

議
長
か
れ
ま
す

α

/

d

q

芝
、
量
的
場
会
な
主
金
保
険
一
日
以
降
に
居
守
た
と
き
は
、
き
ら

な

お

五

十

望

言

葉

金

額

が

⑤

主

義

主

主

主

主

給

さ

れ

る

分

に

著

=J万
円
が
口
語
控
除
さ
れ
ま

間

四

百

万

同

円

以

下

的

人

が

災

害

に

よ

り

位

協

同

醐

H
i

出
向
指
雄
副
械
な
ど
は
総
て
ん
金
と
な
す
。
【
注
}
佐
治
金
融
公
離
や
勤
務
山
河

d

毛
や
索
前
に
山
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
⑦
医
療
費
控
除
・
・
:
本
人
や
家
族
的
り
ま
す
の
で
そ
め
分
辻
楚
し
引
か
れ
ま
か
ら
の
住
翁
貸
付
は
対
象
じ
な
り
ま
砂

災
害
減
免
法
に
よ
る
続
金
丹
諸
免
と
こ
方
が
病
気
に
な
り
、
医
療
費
を
支
払
っ
す
。
必
ず
務
べ
て
お
い
て
く
だ
き
い
。
ん
。

量
抽
選
徐
と
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
有
た
場
合
、
そ
の
額
若
葉
万
宇
品
開
三
に
毒
薬
徐
を
乏
し
く
忠
清
〈
添
付
露
v

私
た
ち
と
税
金

久
寺
議
や
学
校
去
年

斉
緩
専
務
さ
ん

毎
月
m
円
以
十
気
認
は
、
父
的
給
料
露

で
す
。
制
執
と
品
購
や
弟
に
と
っ
て
持
、
も

っ
と
も
う
れ
し
い
認
で
、
そ
れ
ぞ
札
弔

問
的
小
づ
か
い
が
い
た
行
け
る
わ
け
で

す
a

そ
め
給
制
作
殺
が
父
か
ら
臨
同
へ
絞
殺
e

れ
る
的
は
タ
金
持
で
少
穆
問
時
は
‘
お
金

に
は
鵠
と
ん
竣
に
そ
の
緩
か
ら
移
笠
克

弘
明
綴
轡
を
数
ワ
滋
し
て
、

「
あ
晶
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
が
か
れ
る

的
か
し
ら
J
K

料
な
め
で
す
よ
U

す
る
地
慨
に
、
税
務
を
議
う
気
持
は
わ
か

寺
ま
っ
て
、
こ
う
つ
ぶ
や
く
の
て
す
。
そ
れ
会
問
い
た
時
、
訟
に
と
っ
て
は
波
り
ま
す
が
、
「
小
中
山
川
内
総
除
で
的
械
の

私
は
そ
の
た
び
に
、
「
な
に
が
、
ど
う
い
存
夜
で
あ
っ
た
絞
殺
が
、
と
て
も
身
地
開
撃
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
紛
酬
明
小

な
q
て
い
る
の
か
な
い
と
、
不
同
部
品
酬
に
汲
に
凶
加
と
ら
れ
議
し
た
。
ぬ
な
的
℃
は

-i-い
な
ん

γ瓜
っ
た
り

思
い
告
訴
し
た
。
そ
ん
な
崎
、
患
は
綴
絞
め
後
ゑ
か
ら
し
ま
十
。
準
い
私
的
家
総
は
、
持
週
ふ
ム

灘
体
み
も
終
え
、
…
…
一
都
魚
と
し
て
丹
波
然
、
れ
た
線
総
数
日
黙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
畷
阻
に
は
幽
明
子
五
人
で
察
桜
台
織
を
凶
附

新
学
納
骨
h
M
か
え
れ
~
日
、
燃
い
い
瀦
〈
と
正
統
ん
で
み
て
、
制
慌
の
総
緩
や
そ
の
飽
く
の
で
、
一
波
、
税
の
こ
と
も
ふ
れ
て

数
料
織
が
紛
ら
れ
て
品
ま
し
た
u

、
ヱ
'
冬
、
困
問
途
は
つ
い
て
い
ゐ
い
ろ
と
知
る
み
た
い
の
で
す
@

総
色
め
讃
紙
を
凡
て
、
「
い
〈
ら
ぐ
ら
こ
と
が
で
急
設
し
た
。
つ
ま
り
、
車
仙
の
訟
も
あ
と
五
平
も
す
る
と
二
十
歳
に

い
す
る
向
か
な
。
L

と
思
い
、
官
棋
を
め
ま
わ
り
的
道
路
や
‘
上
下
水
浴
、
毎
留
な
り
ま
す
。
枝
金
人
的
仲
間
入
り
を
す

く
っ
て
み
る
と
定
傾
が
あ
り
ま
せ
ん
。
通
っ
て
い
る
学
校
も
、
み
な
税
金
に
よ
る
の
で
す
か
ら
、
税
長
や
政
治
な
ど
の

吋
文
部
大
径
が
認
可
し
官
報
で
俊
一
市
し
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
縄
問
問
に
室
接
ム
紅
る
こ
と
も
多
く
な
る

だ
定
錨
L

と
い

5
私
に
は
よ
く
珂
解
で
た
a

説
金
と
い
う
と
「
生
活
に
窪
迫
感
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
納
税
者
の

き
な
い
文
句
が
寄
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
室
?
一
え
る
も
の
い
と
い
う
主
ヲ
な
イ
メ
立
場
に
な
っ
た
ら
、
「
税
金
と
は
何
?

そ
れ
ま
で
は
気
に
と
め
な
か
っ
た
の
で

i
ジ
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
綾
田
岬
は
姿
と
い
う
こ
と
を
、
再
び
涼
点
に
も

rっ

す
が
、
興
味
深
く
感
ヒ
ら
れ
、
先
生
に
形
を
変
え
て
私
た
ち
偲
々
に
沼
地
元
さ
れ
て
考
え
て
み
よ
う
レ
添
い
ま
す
正
た
、

た
ず
ね
て
み
ま
し
た
a

る
の
だ
な
あ
と
怒
い
乏
し
た
。
ま
る
で
私
な
り
の
授
に
つ
い
て
的
知
識
を
も
っ

「
ね
タ
先
生
1

ど
う
し
て
教
科
書
に
は
空
気
の
よ
う
に
普
段
は
な
ん
の
窓
識
も
こ
と
は
、
良
き
終
判
明
殺
に
な
る
た
的
内

耐
震
が
骨
脅
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
日
し
な
い
も
向
だ
け
札
ど
、
弘
た
ち
の
ゑ
第
一
芸
暴
言
す
@
そ
し
て
、
今

寸
あ
な
た
た
ち
の
繁
ヲ
数
料
寄
は
ね
、
治
脅
し
っ
か
り
と
、
さ
ち
よ
て
く
れ
て
の
紘
は
も
織
か
い
心
的
然
絞
殺
で
あ
り

続
会
か
ら
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
総
い
る
わ
け
で
す

6

母
が
総
捗
殺
を
チ
に
た
い
と
も
綴
コ
て
い
牢
す
。

*
建
築
確
認
通
知
書
円
写
し

*
受
記
簿
勝
本
、
工
事
時
間
負
契
約
書
、

売
買
村
田
約
書
、
そ
め
池
務
相
酬
で
繁
盛

を
時
制
柏
市
し
た
こ
主
、
工
事
内
務
乎
年

R
u
u
、
臨
時
人
年
向
円
阪
を
明
ら
か
い
す

る
寄
綴
か
甲
骨
し

占
事
後
脚
内
抵
抗
的
等
し

等
給
与
所
得
的
総
糸
徴
収
察

必
軍
総
叫
胤
掛
川
明
期
会
等
に
つ
い
て
持
徐
を

受
け
る
入
拡
、
こ
れ
ら
の
は
か
に
仲
協

議
絞
線
以
係
る
帥
献
資
念
的
俄
滋
命
線

総
明
殺
と
そ
の
繁
榊
械
的
州
側
偽
料
品
川
ム
潟
、

16出
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的
国
雨
時
一
瞬
科
や
開
刊
す
、
総
当
な
ど
的
自
札
入

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
的
所

得
が
あ
ま
り
多
〈
会
い
た
め
、
時
泉
徴

収
税
制
制
が
品
約
め
迭
さ
に
な
っ
て
い
る
人
J

出

勤

特

定

の

寄

付

金

を

支

出

し

、

寄

付

金

私

小

山

部

中

い

い

則

的

を

そ

的

々

の

フ

%

に

紛

糾

杭

が

経

つ

捻

除

が

受

け

ら

れ

る

人

前

付

貯

め

た

ん

小

、

寸

け

れ

ど

、

市

倣

叫

川

か

ら

づ

か

、

あ

る

い

は

後

部

一

ぷ

作

内

的

日
出
昭
和
五
十
間
関
年
内
年
来
務
笠
a
M
甚

'

る

絞

殺

的

鴻

知

が

米

む

ん

て

寸

α

闘
い
て
燃
で
…
M

附
し
て
約
め
て
し
ま
い

療

に

も

生

命

保

品

問

、

墨

田

内

抽

出

康

保

体

問

、

い

な

い

め

い

、

ど

〉

し

て

刷

出

金

が

か

か

枚

以

校

は

.

波

年

A
W
L

八
月
に
な
っ

間
関
旧
民
年
金
、
扶
養
h
g
ど

の

時

間

臨

時

が

も

れ

る

ん

で

す

か

い

か

ら

市

間

一

行

よ

り

漆

絞

め

鴻

知

が

ゑ

て

い

る

ら

閥

伎

を

し

て

い

る

人

、

地

代

吋

総

会

怒

沼

山

忠

弘

、

会

読

め

化

そ

れ

か

ら

納

め

る

こ

と

に

主

り

ま

す

e

m
宝

議

総

を

し

て

い

た

炉

、

室

や

収

入

め

ま

人

的

所

得

税

は

、

税

務

は

ず

な

ん

で

す

が

令

ま

だ

柄

拘

な

き

ゃ

護

な

ど

、

豪

Z
ま
あ
っ
た
地

問
時
換
な
ど
的
た
め
、
続
得
が
綴
年
よ
り
が
約
分
的
所
得
を
氏
械
に
併
科
し
て
中
ゆ
み
な
し
法
人
総
務
省
3
2
出
所
得
か
ら
一
い
け
な
い
ん
で
す
か
い
合
は
税
制
聞
も
大
き
く
な
り
ま
ず
か
ら
、

議

議

っ

た

人
u

空

襲

す

る

と

い

う

tw納
税
事
査
が
受
け
る
蓄
を
蓄
し
芝
、
一
滋
続
税
率
撃
で
は
持
ま
け
に
所
得
悦
と
と
も
に
住
民
校
も
お
忠
む

O

A

V

制
緩
い
を
一
係
閣
し
て
い
ま
寸
“
残
額
は
法
人
と
問
問
じ
よ
ー
つ
な
盟
問
税
H
一

「

ぺ

什

ペ

」

一

-
-
l

〕

〈

量

的

綴

言

品

別

け

る

た

め

の

事

そ

こ

で

地

震

申

玄

申

泌

を

し

て

き

寄

る

「

み

な

し

法

人

差

し

こ

事

一

一

章

一

ま

た

所

得

税

と

量

悦

て

は

蓄

は
、
お
問
中
め
に
し
て
く
だ
き
勺
早
く
線
呂
的
取
引
を
正
確
こ
銃
殺
し
、
そ
の
め
方
法
を
選
尺
ヂ
る
こ
と
が
む
き
ま
一
一
応
同
一
、
と
一
コ
文
一
除
円
相
、
悦
宇
佐
ど
も
違
い
ま
す
一
い
た

{

J

ヨ

↑

一

一

4
T
一
‘
〈
一

F
E
一

Z
Zぱ
、
霊
童
品
作
も
そ
れ
だ
守
口
緩
い
て
喜
す
る
人
に
は
、
所
す

α

二

所

一

一

住

一

と

え

ば

生

命

保

険

科

蓄

は

普

段

、

け
叩
く
な
り
ま
す
α

主
お
務
総
抽
出
仇
内
桟
時
計
算
約
療
に
特
別
的
経
費
を
訟
め
我
孫
子
市
鶴
工
会
で
は
、
ぷ
叫
出
席
チ
一

γし
川
け
し
一
ペ
|
」
結
高
限
没
傾
が
五
万
円
、
住
民
校
i
紋

室
開
設
除
、
祭
最
重
縁
者
受
け
る
な
ど
、
室
主
署
長
認
め
ら
れ
市
青
色
申
告
的
金
」
を
設
け
て
お
り
、
一
事
室
内
納
税
通
知
書
会
発
送
し
ま
高
限
度
制
が
三
万
五
T
降
、
ど
な
ぞ

る
人
に
限
っ
て
、
二
月
イ
ム
ハ
谷
川
仙
一
射
で
な
い
止
め
よ
う
な
特
典
が
あ
り
、
税
金
講
習
会
な
ど
も
活
発
に
行
っ
て
お
り
ま
一
す
が
、
そ
の
あ
と
号
ヲ
し
た
お
た
す
ね
い
J
4す
“
こ
の
よ
〉
に
所
得
税
L
C
住
民

も
、
税
務
撃
に
中
台
を
受
け
付
け
て
い
が
大
変
乾
く
す
ま
す
。
す
。
ま
た
、
新
規
加
入
者
に
対
L
て
は
、
一
を
よ
く
受
け
ま
す
ョ
市
県
民
総
(
住
人
税
は
別
々
に
ぬ
話
さ
れ
ま
す
の
で
、
治

手

す

一

巳

①

専

従

者

絵

与

j
e
隠
居
し
て
い
る
税
務
署
、
税
理
士
会
、
寝
工
会
な
ど
が
一
で
い
る
車
河
村
で
課
税
さ
れ
る
の
で
、
然
税
鋲
も
余
く
過
ョ
て
く
る
わ
け
て
す

議
淡
町
、
っ
ち
、
核
ト
五
歳
以
上
町
人
中
心
と
な
り
、
毎
月
記
核
か
匂
決
算
ま
一
『
住
民
絞
恥
と
も
い
い
ま
す
〉
は
、
所
市
役
所
に
倒
的
ゐ
悦
金
は
、
休
災
制
問

主
主
従
事
し
て
い
る
雲
は
、
長
噂
し
て
お
り
、
す
で
に
加
入
し
て
一
得
税
主
主
需
の
あ
っ
た
ま
迎
主
主
ぴ
自
民
自
動
産
、

そ
の
入
に
主
払
っ
た
給
料
を
筏
費
と
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
経
汲
本
綴
un
に
一
年
に
端
部
糾
問
さ
れ
る
の
で
わ
か
り
に
く
い
踏
ん
札
K
地
・
制
市
計
紛
悦
、
問
問
紋
服

す
る
こ
と
が
で
き
ま
十
。
尚
不
全
館
で
総
級
品
柑
場
や
税
務
判
明
放
を
一
方
も
多
い
主
ヲ
ぞ
す
砂
保
険
制
叫
な
ど
が
あ
リ
車
す
。
ぶ
れ
い
り
の

必
聴
問
議
申
告
後
臨
時
0

・2
a
寸
万
円
内
轡
行
っ
て
い
ま
す
“
所
得
後
は
線
系
機
泌
さ
れ
る
め
ぞ
、
賊
ふ
滅
的
一
納
期
は
次
的
と
お
り
小
、
寸
"

色

申

告

撃

が

総

め

ら

れ

ま

す

。

技

孫

子

準

高

臨

ん

菜

へ

的

加

入

申

州

出

日

山

川

審

議

室

金

会

警

e

い

え

み

は

、

空

奪

い

つ

守

裏

付

川

r
q
日
開

ろ

い

ろ

な

裂

奪

還

誉

議

け

し

て

お

り

ま

す

倫

去

、

金

援

川

し

rr川ー…-一寸

li

と

す

る

さ

が

ま

ま

党

議

番

電

波

纂

安

禁

寺

、

川

一

切

州

一

内

問

委
翠
謀
議
珍
議
し
網
棚
需
で
も
加
入
器
付
け
を
し
ど
い
ま

lill-
卜
liri--

成

味

付

市

制

内

Mwi--都
知

子

に

な

っ

色

刷

鳴

か

は

、

殺

す

。

縫

1

1
挽

釣

船
T
N
M
問
榊
三
年
滅
的
利
時
械
か
ら
隊
中
帆
同
時

wv
問
い
合
せ
は
、
我
係
J
ぶ

巾

糊

聞

広

食

¥

日

京

協

削
闘

r'j

軒

帥
附
議
す
る
こ
と
が
で
名
返
す
し
、
?
八
二
〉
コ
一
一

。校詰署の磁E委申告緩談畳I'Iヱが役F努

字見

務

甑

申

を
し
て
み
ま

ん
か

的
削
部
分
的
利
品
駄
じ
対
ゆ
る
絞
殺
か
ら
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